













































































○ ● ○ ● ○ ●
雨中草色緑堪染 水上桃花紅欲然４）
――王維「 川別業」詩（七律）頷聯




























● ○ ○ ● ●
巳公茅屋下 巳公が茅屋の下
● ● ● ○ ◎
可以賦新詩 以つて新詩を賦す可し
● ● ● ○ ●
枕簟入林辟 枕簟 林に入ること辟にして
○ ○ ○ ● ◎ ひさ
茶瓜留客遲 茶瓜 客を留むること遲し
○ ○ ○ ● ●
江蓮搖白羽 江蓮 白羽搖らぎ
○ ● ● ○ ◎ はびこ
天棘蔓青絲 天棘 青絲蔓る
○ ● ● ○ ●
空忝許詢輩 空しく許詢が輩を忝くす










































































● ● ● ○ ●
帶甲滿天地（a） 帶甲 天地に滿つ
○ ○ ○ ● ◎
胡爲君遠行（B） 胡爲れぞ 君 遠く行くや
○ ○ ● ● ●
親朋盡一哭（b） 親朋 盡く一哭し
○ ● ● ○ ◎
鞍馬去孤城（A） 鞍馬 孤城を去る
● ● ● ● ●
草木歳月晩（a） 草木 歳月晩れ
○ ○ ○ ● ◎
關河霜雪清（B） 關河 霜雪清し
● ○ ● ● ●
別離已昨日（b） 別離 已に昨日

















































































































地に滿つ／胡爲れぞ 君 遠く行くや？‖親朋 盡く一哭し／鞍馬 孤城を去る







○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ◎ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
〔第二段〕散句如「乾坤萬里眼、時序百年心」、「梅花萬里外、雪片一
○ ◎ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ◎ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ◎ ○
冬深」、「一徑野花落、孤村春水生」、「蟲書玉佩蘚、燕舞翠帷塵」、「村
○ ● ● ● ○ ● ● ○ ◎ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ◎ ● ● ● ○
舂１５）雨外急、隣火夜深明」、「山縣早休市、江橋春聚船」、「老馬夜知
● ○ ○ ○ ● ◎
道、蒼鷹飢著人」、用實字而拗也（平仄符號および拗字を示す下線は引用者）。
【訓讀】散句「乾坤 萬里の眼／時序 百年の心」，「梅花 萬里の外／雪片 一冬
深し」，「一徑に野花落ち／孤村に春水生ず」，「蟲書 玉佩の蘚／燕舞 翠帷の塵」，
しよう や
「村舂 雨外に急に／隣火 夜深に明らかなり」，「山縣 早く市を休め／江橋 春
あつ つ






















○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ◎ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ◎ ○
〔第三段〕「行色遞隠見、人烟時有無」、「	聲集古寺、鳥影度寒塘」、「簷







【訓讀】「行色 遞ひに隠見し／人烟 時に有りて無し」，「	聲 古寺に集ひ／鳥
わた うるほ こ
影 寒塘を度る」，「簷雨 亂れて幔を淋し／山雲 低く牆を度ゆ」，「飛星 水を




































































○ ● ● ○ ●
天賦識靈草（a） 天賦 靈草を識り
● ○ ○ ● ◎ あつ
自然鍾野姿（B） 自然 野姿を鍾む
○ ○ ● ○ ● のど
閑來北山下（b） 閑かに來る 北山の下
● ● ○ ○ ◎
似與東風期（A） 東風と期するに似たり
● ● ○ ○ ● たづ
雨後探芳去（a） 雨後 芳を探ね去り
○ ○ ○ ● ◎ たか
雲間幽路危（B） 雲間 幽路危し
○ ○ ● ○ ●
惟應報春鳥（b） 惟だ應に報春鳥のみ























































































































































● ● ● ○ ◎
潁郡水東流 潁郡 水東流し
○ ○ ○ ● ◎
荀陳兄弟遊 荀陳 兄弟遊ぶ
178
○ ○ ○ ● ●
偏傷茲日遠 偏へに傷む 茲の日遠く
● ● ● ○ ◎
獨向聚星州 獨り聚星の州に向かふを２２）
○ ● ● ○ ●
河潤在明徳 河潤ふは 明徳に在り
○ ○ ○ ● ◎
人康非外求 人康やかなるは 外に求むるに非ず
○ ○ ● ○ ●
當聞力爲政 當に力めて政を爲すを聞くべし

























































○ ● ● ○ ●
河潤在明徳 河潤ふは 明徳に在り























● ● ● ○ ●
戀本亦何極 本〔故郷〕を戀ふること亦た何ぞ極まらん







● ● ● ○ ●
去國夏雲斷 國〔都〕を去れば 夏雲斷ゑ
























































































● ○ ○ ● ● ここ
願言遊泗水 言に泗水に遊ばんことを願ひ





● ● ○ ● ●
道術君所篤 道術 君の篤くする所にして
○ ○ ○ ● ◎ みづか
筌蹄余自忘 筌蹄 余も自ら忘れん
● ○ ○ ● ●
雪威侵竹冷 雪威 竹を侵して冷やかに
○ ● ● ○ ◎
秋爽帶池涼 秋爽 池を帶びて涼しからん
● ● ○ ○ ● しめ
欲験離襟切 離襟の切なるを験さんと欲せば

































































































































































● ● ○ ● ●
劍几傳好事 劍几〔史正議の遺品〕は好事〔良き趣味〕を傳へ





















































































































○ ● ● ○ ●
山接夏雲險 山は夏雲の險しきに接し










● ● ● ○ ●
去國夏雲斷 國を去れば 夏雲斷ゑ






● ○ ● ● ● ○ ●
雨中草色緑堪染 雨中の草色 緑 染むるに堪へ
● ● ○ ○ ○ ● ◎
水上桃花紅欲燃 水上の桃花 紅 燃えんと欲す
という王維の七律「 川別業」詩の頷聯の，上下句五字めの平仄配置や，
● ○ ● ● ● ○ ●
勸君更盡一杯酒 君に勸む 更に盡くせ 一杯の酒
































































































































































































































● ○ ● ● ◎ ● ○ ● ● ◎
は以下のとおり。「障霞隠半紅」（太宗「遠山澄碧霧」詩頷聯下句），「七雄勢未分」（宋
































































































○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ◎
目應制」の頸聯に「城闕霧中近／關河雲外連」とあるのみであり，この詩は中宗の
景龍三年に詠まれたものと覺しい。
３６）張説のさきの五排は，玄宗の五排「首夏花萼樓觀群臣宴寧王山亭回樓下又申之以
賞樂賦詩」に奉和したもの。開元十八年（７３０）の初夏に詠まれ，張説最晩年の作と
いう（高木重峻氏前掲書第４９１頁参照）。
